
梅の栽培を始めて半世
紀。農家の方が愛情
を込めて育てた約１万
本の梅の花をお楽しみ
ください。

期間／2月13日（日）～3月13日（日） 　
会場／おおくぼ台梅園、ふるや台梅園

おおくぼ台梅園イベント

日時／2月27日（日）午前10時開会
豊作祈願祭、式典、アトラクション、緑化木無料配布
（数量限定）、出店（まつり期間中）等
※新型コロナウイルス感染症の状況により、イベント
等を中止又は内容を変更する場合があります。

バス運賃100円

JR日田駅前のバスターミナルより、市内循環バスで、展示施設の近くまで移動できます。
詳しくは下記にお問い合わせください。
問合せ／日田バスターミナル☎0973-22-7681・日田バス日田営業所☎0973-22-7105
※2016年6月1日から一律100円
実証運行継続中 

講師／吉田　公平　氏（東洋大学名誉教授）
期日／2月23日（水・祝）
時間／13:00～16:00
場所／パトリア日田小ホール
料金／無料
咸宜園教育研究センター研究奨励事業報告
会も併せて開催

期間／2月17日（木）～5月5日（木）
時間／9:00～17:00（入館は16:30まで）
場所／咸宜園教育研究センター展示室
休館／水曜日、但し3月末までは休館なし
料金／無料

期間／2月15日（火）～3月1日（火）
時間／9:00～17:00（最終日は15:00まで）
場所／日田市役所1階ロビー
料金／無料

受付／ 3月12日（土）14：00～ 17：00　3月13日（日）8：00～
場所／日田市陸上競技場（スタート・ゴール）
主催／天領日田ひなまつり健康マラソン大会実行委員会
※大会当日の新規申込は受付いたしません。
問合せ／大会事務局 ☎0973-22-8442（日田市教育庁スポーツ振興課）

お買い物には、1口5,000円のチャー
ジで6,500円分のお買い物ができる
電子商品券「ひたPay」をご利用くだ
さい。（アプリをダウンロードして全国
のコンビニでチャージすれば、登録店
舗でご利用できます。）

ひたはしり号

2月23日は咸宜園の日

咸宜園教育研究センター春の企画展

淡窓先生に学ぶ～学校の取り組み展示～

「咸宜園の日」記念講演会

第42回 日田おおやま梅まつり

第23回天領日田ひなまつり健康マラソン大会
日時／ 3月13日（日）午前8時30分開会

◉日本丸館……入館料／大人150円・小中高100円
◉ひな御殿……入館者の方、寿司むらさき
　　　　　　　コンパクトをプレゼント！
◉天領日田はきもの資料館……入館料無料
◉天領日田資料館……入館料／大人200円・小中高100円
◉嶋屋本家……1,100円以上お買い上げの方にミニグッズプレゼント！ 
◉春光園……食事された方に甘酒サービス！！
◉原次郎左衛門味噌醤油蔵……毎日先着5名様に粗品プレゼント！
◉てまり工房……てまり10％OFF。てまり・提灯つくり体験500円引き！

市民感謝ウィーク市民感謝ウィーク市民感謝ウィーク

問合せ／大山まつり実行委員会（事務局：大山振興局）
☎０９７３－５２－３１０１

ひたはしり号

同時開催イベント

※入館の際に、住所が確認できる物をご提示ください。
（免許証、郵便物など、ご家族は代表者1名）

天領日田おひなまつりを日田市民で盛り上げよう！
期間中、日田市民の方は各施設をお得に見学できます。

問合せ／☎ 0973-22-2036（日田市観光協会）
「＃天領日田おひなまつり」をつけてSNSに投稿しよう！

対象施設

期間／ 2月28日（月）～ 3月6日（日）

問合せ／☎0973-22-0268（咸宜園教育研究センター）

問合せ／日田市プレミアム付商品券発行実行委員会
           （日田商工会議所内） ☎0973-22-3184

「ひたpay」を検索し
こちらのアプリを取得

QRコード

2 3

「九州のひなまつり発祥の地」といわれる大分県日田市。『天領日田おひなまつり』も1984年（昭和59年）に草
野本家のおひなさま公開が始まって39回目の開催を迎えます。
江戸幕府の直轄地（天領）として栄えた日田市には、莫大な財を成した豪商たちが京都や大阪などで買い求め
た絢爛豪華な雛人形が数多く現存しており、中には京都屈指の人形師による品 な々ども残っています。
『天領日田おひなまつり』では、往時の文化を物語る全国的にも珍しい雛人形や庶民の間で親しまれた「おき
あげ」と呼ばれる紙と布で作られた人形など、日田地域特有の雛人形が2月15日から3月31日までの間、市内
の10数か所の旧家・資料館などで一斉に公開されます。また、ひな道具にも、伝統の技が見て取れます。

天領日田おひなまつり

【公開期間】2月25日～3月21日
【公開時間】10:00～17:00（最終入館16:30）
【休館日】木曜日
※3月3日（木）は公開。3月2日（水）休館
【個人料金】550円、中高生250円
【団体料金】450円（20名以上）

草野本家
日田のおひなまつりはここから始まった。

【公開期間】2月15日～3月31日
【公開時間】9:00～18:00
【休館日】水曜日（おひなまつり公開期間中は無休）
【入館料】無料

嶋屋本家
約100点の「おきあげ雛」と
代 受々け継がれているひな人形たち。

【公開期間】2月11日～3月31日
【公開時間】9:00～16:30
【休館日】なし
【入館料】無料

薫長酒蔵資料館
老舗酒蔵のひな人形と
甘酒・新酒利き酒を楽しむ。

☎ 0973-22-2356【所】豆田町14-5☎ 0973-22-3121【所】豆田町6-31☎ 0973-24-4110【所】豆田町11-4

【公開期間】2月15日～3月14日
【公開時間】10:30～17:00
【休館日】なし
【入館料】無料

工房 黒船屋
毎年、新しいおひな様に出逢える。
彩り豊かな創作人形たち。

【公開期間】2月11日～4月3日
【公開時間】9:00～17:00
【休館日】特別展示期間は無休
【個人料金】320円、小中高生220円
【団体料金】270円（15名以上）

天領日田資料館
筑後川流域で親しまれてきた
庶民のひな人形「おきあげ雛」

【公開期間】常設
【公開時間】10：00 ～17：00
【休館日】不定休
【入館料】2階資料館100円

天領日田はきもの資料館
愛嬌と気品が感じられる
真多呂人形のおひな様を展示。

☎ 0973-24-6517【所】豆田町11-7☎ 0973-28-6064【所】豆田町3-11
☎ 0973-22-2914
【所】豆田町4-15（ギャラリー連）

【公開期間】2月15日～3月31日
【公開時間】9:00～17:00
【休館日】不定休
【入館料】無料（団体様は事前にご連絡ください）

てまり工房と提灯工房
大小さまざまな可愛らしい手まりの
おひな様がお出迎え。

【公開期間】常設
【公開時間】9:00～17:00
【休館日】水曜日（祝日の場合は翌日）
【個人料金】 320円、小中高220円
【団体料金】 270円（15名以上）

日田祇園山鉾会館
ユネスコ無形文化遺産登録の日田祇園祭の山
鉾ほか、明治期のひな御殿や京保雛が展示。

【公開期間】2月15日～3月27日
【公開時間】9:00～17:00（最終入館16:45）
【休館日】なし
【入館料】無料

原次郎左衛門家
歴史ある味噌・醤油の蔵元に可愛らしい
稚児雛と、三菱財閥の雛段飾がお目見え。

☎ 0973-24-6453☎ 0973-23-4145【所】中本町5-4 【所】隈2-7-10☎ 0973-22-2028【所】隈2-6-10

【公開期間】常設
【公開時間】9:00～17:00
【休館日】元日
【個人料金】300円
【団体料金】200円（20名以上）

ひな御殿
国内最大級のひな人形ミュージアム。

【公開期間】2月15日～3月31日
【公開時間】11:00～17:00
【休館日】水曜日・不定休
【入館料】無料

日本料理 春光園
日本料理の名店に飾られた歴史ある
ひな人形を愉しむ。

【公開期間】2月15日～3月31日
【公開時間】10:00～16:00
【休館日】なし
【個人料金】350円
【団体料金】300円（15名以上）

日本丸館
江戸時代から昭和にかけて、様 な々
種類のおひな様や小道具を展示。

☎ 0973-22-2824☎ 0973-23-6101【所】豆田町4-15☎ 080-4275-0898  【所】豆田町13-6

【公開期間】2月15日～3月31日
【公開時間】9:00～18:00
【休館日】不定休
【入館料】無料

椎茸の森菊
やさしいほほ笑みのひな人形、
箱階段に飾られた佇まいにうっとり。

【公開期間】2月15日～3月25日
【公開時間】10:00～17:00
【休館日】なし（事前要予約）
【入館料】無料

川津家
市有形民俗文化財に指定された
「おきあげ人形」を公開

【公開期間】2月15日～3月31日
【公開時間】10:00～17:00
【休館日】火曜日
【個人料金】300円（高校生以下無料）
【団体料金】250円（20名以上）

清渓文庫
老舗酒蔵が魅せる、四世代に渡る
貴重なひな人形を公開。

☎ 0973-22-2002【所】有田町1520☎ 0973-28-2213【所】大鶴町2299（井上酒造）☎ 0973-22-2671【所】隈2-8-13

【所】隈1-3-3

1 2 3

4 5 6 13 14 15

10 11 12

7 8 9


